
 

 

 

 

 

 

 

 

生命尊重について 

  １２月の品格目標は「生命尊重」。児童朝礼で、「うまれてきてくれて ありがとう」（文：にしもとよう、絵：黒井 

健 発行所：株式会社 童心社）という絵本の読み聞かせをしました。 

神様に『うまれていいよ』って言われて、まだママのお腹の中にもいない小さな命の始まりのぼくはママに会

いたくて、抱きしめてもらいたくて、ママを探し続けます。クマくんやぶたくん、ほかの動物たちがママにぎゅうっと

してもらっているのを見るとますますぼくはママに会いたくなります。そして、やっとママのお腹の中にたどりつき

誕生の瞬間。「うまれてきてくれて、ありがとう。」というママの喜びの言葉。 

「あなたは、世界でたった一人のかけがえのない存在。うまれてきてくれて、ありがとう。」という親から子への

メッセージを伝える絵本でした。 

 お子さんが大きくなるにつれ、知らず知らずのうちに他のお子さんと比べ「もっともっと」と期待してしまうこ

ともあるのではないでしょうか。「生まれてきてくれてありがとう、あなたがいてくれるだけで幸せ」。そんな言葉

をお子さんにかけてあげられたら、お子さんは自分がいかに大切にされているかを感じることができます。自分

が大切にされていると実感できると、周りを気遣うことができるやさしい子に育ちます。大切なことは、安心感を

与え、そして認めてあげることです。おうちの人から大切にされているという実感があるお子さんは、成長して大

人になっても「自分を必要としている人がいる。生きていることに意味がある。」と気付くでしょう。 

「生まれてきてくれてありがとう」と思っていても、口に出すのは恥ずかしいことと思います。しかし、言葉にする

ことで、お子さんは自分の存在を肯定し、自信を育むことができるのです。団らんの時間に 

お子さんが生まれた時のことを話してあげるとお子さんは興味津々で聞いてくれる 

でしょう。ママも頑張りましたが、お子さんも頑張ってこの世に生まれてきました。 

ぎゅっと抱きしめてうれしかったあの日のことを、お子さんに伝えてみてはいかが 

でしょうか。 
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保護者・児童への連絡について 

   

 

 

 

 下のとおり１２月１日より、総社私立学校教職員 スマートフォン・携帯電話等取扱要領が施行されます。 
教職員から保護者・児童へ連絡をとる場合は、個人のスマートフォン等や SNS アカウント等を用いて 
連絡を取ることは、原則として禁止されております。要領第４条第２項にありますとおり、その旨を児童・保
護者に周知徹底するよう定められておりますため、お知らせいたします。 
今までどおり、学校の電話やすぐーる配信等で連絡をさせていただきますことをお知りおきください。 


